
学

会
通

信

三
〇
〇
九
年
四
月
～
二
〇
〇
九
年
二

旦

◎
学
会
活
動

現
代
中
国
学
会
主
催
講
演
会

一
〇

月

二
四
日

「新
時

期

の
中

国

現
代
文
学
研

究

」
楊
義
氏

(中
国
社
会
科
学
院

文
学
研
究
所
研

究

員
)

◎

学
会
員
活
動

河
辺

一
郎

『
平
和
を
学
ぶ
人
の
た

め
に
』

(共
著
、

世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
九
年
七
月
)
、

『新

・
平
和

学

の
現
在
』

(共
著
、
法
律
文
化

社
、

二
〇
〇
九

年

九

月
)
、
「
日
本

ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
外

交
」

(論
文
、
『
現
代
思
想
』

二
〇
〇
九
年

一
〇
月
号
)

黄

英
哲

「黄
俊
傑
著

『
台
湾
意
識
と
台
湾
文
化
-

台
湾
に
お
け

る
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ

ィ
ー

の
歴
史
的

変

遷
ヒ

(書
評
、
『中

国
研
究
月
報

』
第
六
三
巻

第
六
号
、

二
〇
〇
九
年
六
月
)
、

「『
跨
界
者
』
陶

晶
孫
-
論

『
淡
水
河
心
中
ヒ

(学
会
発
表
、

二
〇

〇
九
年

九
月

一
〇

日
、

於
台
湾
大

学
台
湾

研
究

所
)
、

「戦
後
日
本
的
中

国
現
代
文

学
研
究
」

(学

術
講

演
、

「許

寿
裳

与
戦

後
台
湾

的

文

化
伝

訳

(
一
九

四
六

-

一
九

四
八
ご
、
二
〇

〇
九
年

=

月

一
三
日
、
於
台
湾
大
学
中
国
文
化
系

)

高

明
潔

「中
国

に
お
け
る
公
民
権
意
識
の
台
頭
と

社
会
改
革

の
可
能
性

に
関
す
る
試
み
ー

「法
学

三

博
士

」
と

「打
假
英

雄
」

の
事
例

を
通

し

て
」

(『
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
紀
要
』
第

=
二
四

号
、

二
〇
〇
九
年
九
月
)

砂
山
幸
雄

『
新
中
国
の
六
〇
年
』

(共
著

、
日
本
現

代
中
国
学
会
編
、
蒼
蒼
社
、
二
〇
〇
九
年
九
月
)
、

「
「思
想
解
放
」
と
改
革
開
放
」

(論
文
、
『
現
代
中

国
』

第
八

三
号
、

二
〇

〇
九
年

九
月

)
、
「
胡
平

著
、
石
塚
迅
訳

・
解
説

『
言
論

の
自
由
と
中

国
の

民
主
ヒ

(書
評
、
『東
方
』

二
〇

〇
九
年

一
〇
月

号
)

馬
場

毅

「近
代
中
国
華
北
農
村
的
水
利
組
織
和
村

落
宗
教
圏
問
題
」

(報
告
、
中

国
社

会
科
学
院
近

代
史
研
究
所

・
貴
州
師
範

大
学
主
催

「近
代
中
国

的
社
会
活
動
、
社
会
控
制

与
文
化
伝
播
」
第

三
回

中
国
近
代
社
会
科
学
史
国
際
学
術
研
討
会
、
二
〇

〇
九
年
八
月

二
八
日
、
於
貴
州
師
範
大
学
)、

「中

国
歴
史
共
同
研
究

に
見
ら
れ
る
日
中

の
歴
史
観

の

問
題
-

日
中
戦
争
期
を
中
心

に
」

(ー
C

C
S
現

代
中
国
学
講
座

・
応
用
編

、孔
子
学
院
講
座
、
二
〇

〇
九
年

一
〇
月
二
三
日
、
於
愛
知
大
学
車
道
校
舎
)

松
岡
正

子

「莞
族
、
川
西
蔵
族
、
嘉
絨
蔵
族
、
普

米
族
、
納
西
族
的

"祭
山
"ー
祭
山
的
系
譜
」
(報

告
、
国
際

人
類
学
民
族

学
聯
合
会

第

一
六
回
大

会
、
二
〇
〇
九
年
七
月
二
四
日
、
於
昆
明
)
、
「中

国
波
川
地
震
後

の
民
族
地
区

の
復
興
状
況
」

(報

告
、
災
害
対
応

研
究
会
、
二
〇
〇
九
年

一
〇
月
二

三

日
、
於

大
阪
)
、

「中

国

の
文
化

-
春

節
と
年

画
」

(
二
〇
〇
九
年
度
豊

橋
市
民
大
学
ト

ラ
ム
愛

知
大
学
連
携
講
座

「中
国
ア
ラ
カ
ル
ト
」
二
〇
〇

九
年

一
〇
月
三
日
、
於
愛

知
大
学
豊
橋
校
舎
)

中
国
21

%
.33

予

告

(-o
年
7
月
刊
行
予
定
)

特
集
◎
留

学

と

い

う

文

化

(仮
題
)

改
革
開
放
三
〇
年

は
、
中
国
か
ら
海
外

へ
留

学
生

の
波

が
高
ま
り

つ
つ
押
し
寄
せ
た
三
〇
年

で
も
あ

っ
た
。
中

国
教
育
部

の
統
計
に
よ
れ
ば

公
費
、
私
費
あ
わ
せ
て
そ
の
数

一
四
〇
万
人

に

も

及
ぶ
。

そ

の
う
ち
帰

国
し
た
者

は
四
〇
万

人
。
彼
ら
が
今
日
、
中
国

の
各
分
野

で
果
た
し

て
い
る
役
割

の
大
き
さ
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

し
か
し
、
な
お
海
外

に
と
ど
ま

る
者

が
、

そ
れ

ぞ
れ

の
国

で

ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
と
役
割

を
持

っ

て
い
る
こ
と
も
ま
た
無
視

で
き
な

い
現
実

で
あ

る
。
清
末
以
来
、
留
学

が
近
代
化
と
不
可
分
と

も

い
う
べ
き
関
係

に
あ

っ
た
中
国
に
お
い
て
、

こ
の
三
〇
年
間

の
留
学
文
化

の
再
興
は
中
国

に

何
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
ま
た
留
学
生

と
し
て

の
彼
ら
の
異
文
化
体
験

は
ど

の
よ
う
な
特
徴
を

持

っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
特
集
で
は
、
中

華
人
民
共
和
国
建

国
初
期

の
留
学
生
問
題

に
も

目
を
向

け
な
が
ら
、
中
国

か
ら
日
本

へ
の
留
学

を
軸
と
し
て
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
察
す

る
。

【座
談
】
「留
学
と

い
う
生

き
方
」
徐

一
平
、
李

賛
東
、

張
季

風
、
陳

建
軍
、

向
勇
、

益
岡

隆

志
、
醇
鳴

【論
説

】
大
塚
豊
、
段

躍
中
、
杉

村
美
紀
、
黒
田
千
晴
、
坪
谷
美
欧
子
、
奈
倉
京

子
、
葛
文
綺
、

王
雪
薄
、
李
呈
ほ
か
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